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ケニアのティヴァに造成されたメリアの採種園
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林木育種成果発表会の様子 開発品種説明会で配布したパンフレット

　アフリカのケニア国においては、2012年7月より

JICA（国際協力機構）による「気候変動への適応の

ための乾燥地耐性育種プロジェクト」が実施されて

います。具体的には、今後、ケニアにおいては、気

候変動の進行に伴い、干ばつの頻度の増加等などが

懸念される中にあって、国土の8割を占める半乾燥

地・乾燥地において、郷土樹種であるMelia 

volkensii（センダン属）とAcacia tortilis（アカシア属）

を対象に良好な成長を示す系統を選抜し、種苗生産

業者、森林所有者、アグロフォレストリーを営む地

域住民等に対する優良な種苗の供給システムを構築

して、植林に活かしてもらうことを目的としていま

す。

　これまでも本誌や林木育種成果発表会等でご紹介

しておりますが、当森林総合研究所林木育種セン

ターでは、育種や増殖に関する技術の海外移転を担

当しており、ケニアから研修生を受け入れるととも

に、研究者や技術者を短期専門家として現地に派遣

しております。また、乾燥地耐性の課題については、

九州大学と連携して取り組んでおります。

　森林問題は、長い間、国際的な関心を呼んできま

した。それは主に開発途上国の熱帯林の減少問題で

あり、人口増加や経済発展（あるいは貧困）を背景

とした農用地への転用、過剰伐採が原因となってい

ますが、その解決に向けた方策については、現在、

気候変動との関連でREDD+（レッド・プラス）と

いう枠組みの中で議論が行われています。（REDD+

の詳細については、当森林総合研究所REDD研究開

発センターのホームページをご覧下さい。）

　開発途上国の森林面積や蓄積の減少を抑える、あ

るいは増加に転向させるための具体策としては、地

域住民にとって経済的に魅力のあるような樹種や優

れた品種を開発し、植林が自発的に進むようにする

ことが挙げられます。ケニアで取り組んでいる林木

育種プロジェクトはそのようなニーズに応え得るも

のとなっていますし、成長の優れた系統も見つかり

つつあります。プロジェクトの成果はケニアのみな

らず、周辺国にも普及される予定ですので、今後、

REDD+の具体策の一つとして注目を集めるのでは

ないかと今から期待しているところです。

八重山諸島の植物紹介

イリオモテラン
学名:Trichoglottis luchuensis

　イリオモテランは日本では石垣島、西表島、魚

釣島に分布する樹幹に着生する大型の蘭で、発育

の良い個体では草丈は１m近く、花序の長さは

30cmほどになります。古くから観賞用に乱獲さ

れ、また自然林の伐採やノヤギによる食害なども

あって、絶滅の危機に瀕しています。

　八重山諸島最大の西表島には、熱帯・亜熱帯樹

種の育種技術を開発する拠点としての林木育種セ

ンター西表熱帯林育種技術園があります。この西

表島では、ごくまれに特徴的なまだら模様の花を

びっしりと咲かせたイリオモテランに出会うこと

があります。

（文責・イラスト：遺伝資源部 保存評価課 大谷雅人）

　1月28日に、東京都江東区の木材会館において、「新たな森林・林業と林木育種～エリートツリーの開発と普及～」

をテーマに、林木育種成果発表会を開催し、都道府県の研究機関など、100名以上の方に参加いただきました。

　岐阜大学応用生物科学部の向井譲教授に「育種技術の高度化と基盤整備」の特別講演を、北海道立総合研究機構

林業試験場の来田和人研究主幹に、「グイマツ×カラマツ雑種『クリーンラーチ』の開発と普及」の特別報告をし

ていただき、林木育種センター等から、特定母樹、エリートツリー、遺伝資源の保存、海外協力、機能性樹木につ

いて成果発表を行いました。

　また、3月11日には、平成25年に改正された「森林の間伐等の実施の促進に関する特別措置法」により、新たに

民間事業体に対して特定母樹を育成するための種穂の提供や支援を行うこととなったことを受け、造林に関係する

方を対象に、木材会館で「林木育種開発品種説明会」を初めて開催したところ、森

林組合、種苗協会、林業事業体など100名を超える方々に参加いただきました。

　エリートツリー、花粉の少ないスギ・ヒノキ、マツノザイセンチュウ抵抗性マツ、

材質の優れた品種等、近年開発された品種を中心に紹介しました。

　どちらの会においても、数多くの質問

が出され、活発な意見交換がなされまし

た。民間の方からの質問も多く、特定母

樹等による原種からの種苗生産への参入

意欲の高さや、山をより良くしたいとい

う熱意の強さが感じられました。

　林木育種は研究だけでなく、開発され

た種苗を普及することも重要であり、今

後も様々な機会を設け普及に努めていき

ます。　　（企画部　育種企画課　沖義裕）

林木育種の成果の普及のために　平成25年度林木育種成果発表会、林木育種開発品種説明会を開催
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